
　6 月 30 日～ 7 月 9 日の日程で、福島町長、鈴木議長、

役場職員 2 名に、町民海外研修事業参加者として 19 名の

町民の皆さまを加えた計 23 名でスイス・サンモリッツを

訪問してきました。訪問を終え、スイス・サンモリッツで

の交流事業や研修の成果の報告会を 8 月 25 日に行いまし

た。

　報告会では、はじめに 5月にサンモリッツからアスプリ

オン市長を含む 6名の方が来町されたときの様子を簡単に

報告した後に、サンモリッツへの訪問の様子を写真や動画

感など、訪問者がそれぞれの視点から見たサンモリッツを

話してくださいました。

　その中でも、訪問者の多くが「とてもきれいな町」と話

してくれました。きれいと言っても、景観の美しさだけを

指したものではありません。道端の雑草はきれいに整備さ

れており、ごみ一つ落ちていないそうです。同じ観光地で

ある倶知安はと言うと、残念ながら道端でごみを見かける

ことがあります。訪問者の一人は、「倶知安・ひらふも有

名な観光地だからこそごみの問題に力を入れて、きれいな

ひらふを実現できれば、お客さんも気持ちよく観光ができ

ると思います」と話していました。

　今回のサンモリッツへの訪問は、倶知安が取り組むべき

課題に改めて目を向けるきっかけとなったのではないで

しょうか。ごみに関しては町も現状を認識し、改善に向け

て取り組んでいます。サンモリッツの町並みは、これから

倶知安が目指すべき姿として参考になると思います。

倶知安・サンモリッツ姉妹都市提携 50 周年記念事業

～相互訪問を終えて 50 年の友好を想う～
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　昭和 39（1964）年に始まった、スイス・サンモリッツとの姉妹

都市という友好関係は、50年の時を経た今も続いています。今年は、

姉妹都市提携 50 周年を記念して、初めて同じ年に訪問し合うこと

ができました。

　今回のサンモリッツへの公式訪問は 14 年ぶりのことです。この

訪問を終えたことで姉妹都市提携 50 周年交流事業は一つの区切り

を迎えました。今月の特集では、サンモリッツ姉妹都市提携 50 周

年記念事業実行委員長の本田さんと福島町長から今年の交流の総括

や、今後の姉妹都市交流についてのお考えをお聞きしたので、サン

モリッツ訪問の報告会の様子と併せてお伝えいたします。

平成 26年度町民海外研修事業報告会を開催しました
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を交えたスライドショーを用いて報告しました。訪問者の

方々は、スライドを見ながら当時の様子を思い出していた

ようです。また報告会に参加された方々は、写真や動画を

通じて見るスイス・サンモリッツの様子に驚きの声をあげ

ていました。

　その後は訪問者の方々から、訪問の感想をお聞きしまし

た。世界トップの観光地としてのおもてなしや、PR に力

を入れている点、美しく雄大な自然、行政と民間との一体 　訪問団の一員で、この報告会にもご出席いただいた鈴木

議長は、「今年は 50 周年ということでしたが、これからも

100 年を目指して、さまざまな形でお互いに発展できるよ

うに、そして国際交流ができるように、みんなで頑張って

いきたいと思っております」と話していました。50 年と

いう節目の年を迎えた倶知安とサンモリッツは、次の歴史

を刻み始めています。50 年の歴史を未来につなげるため、

青少年交流事業をはじめ、これからもさまざまな交流を推

進してまいります。
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姉妹都市スイス ・ サンモリッツへ行ってきます！

サンモリッツでホームステイ～青少年交流事業～

　7 月号の広報紙折込等で応募

した、平成 26 年度姉妹都市サ

ンモリッツとの青少年交流事業

の派遣者 2 名が決定しました。

2 名は 9 月 29 日～ 10 月 9 日の

日程でスイス・サンモリッツを

訪問し、学校や観光名所などを

見学してくる予定です。

　青少年交流事業としてサンモ

リッツと交換留学を始めて今年

で 18 年目です。倶知安からは、

今回の 2 名を含めて計 21 名が

留学しています。

　また、今年は姉妹都市提携

50 周年でもあります。記念す

べき年に倶知安から留学生を派

遣することは、きっと倶知安・

サンモリッツの交流のさらなる

発展につながることでしょう。

留学する 2名にとっても、外国

の地で多くを学ぶ貴重な機会と

なるはずです。

　ここでは、留学生として派遣

される 2名から抱負を伺ったの

で、ご紹介します。

　私は、今回の留学生を決める面接試験

に合格できるとは思っていなかったの

で、合格の通知が来たとき、とてもびっ

くりしたし、嬉しかったです。

　サンモリッツでは、日本では見られな

いような 3000 から 4000 ｍ級の雄大な

山々や氷河などの、すばらしい景色を見

たいと思っています。

　スイス・サンモリッツの文化・伝統を

学んで、たくさんのことを経験してきた

いと思います。
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生（倶知安中学校 3年）

　以前からサンモリッツが倶知安と姉妹

都市だということに大変興味があり、今

回交換留学として現地に派遣していただ

けることをとても嬉しく思っています。

　近年倶知安には、世界中から多くの外

国人観光客が訪れていますが、スイスか

らの観光客はまだまだ少ないと聞いてい

ます。この機会に、沢山のサンモリッツ

の人達が倶知安に来てみたいと思っても

らえるような PR をしていきたいです。

　また、サンモリッツならではの食や文

化に触れ、そこで得た多くの貴重な経験

を将来に生かしていきたいです。

小
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林　沙
さ き

季（倶知安高校 3年）

　サンモリッツ姉妹都市提携 50 周年という記念すべき年を

迎え、14 年ぶりのサンモリッツへの公式訪問を、議長をは

じめ 23 名の訪問団の代表として私も参加し、スイスを視察

研修してまいりました。市民から心温まる歓迎を受け、姉妹

都市提携 50 周年記念式典参加など一層の交流が図られ、観

光文化の研修を通じて友好の絆が一層深まる訪問となりまし

た。9 千 km 離れた地、標高 1800m にある街は、とても景色

の良い、街並形成も整った素晴らしい街でありました。正に

「トップ オブ ザ ワールド」に相応しい観光リゾート地であ

ると感じました。

　サンモリッツと倶知安は昭和 39 年に、スイス・日本間で

は初となる姉妹都市提携を結びました。今考えると大変な勇

気と度胸、そして時代を先読みされた 4代前の高橋町長に改

めて敬意を表したいと思います。　

　訪問を終え、今後も青少年交流をはじめとする交流事業を

実施してまいりたいと思いを新たにしました。特に公式訪問

が 14 年ぶりと期間が空いてしまったので、10 年に一度の節

目ごとに訪問できればと考えております。人の行き来を活発

にし、サンモリッツと直に触れ合う機会を増やすことで、友

好関係を一歩進んだものにしていきたいと考えております。

　最後になりますが、5 月末のサンモリッツ訪問団来町や、

今回のサンモリッツ訪問などの事業にご協力いただきました

関係各所の皆さま、町民の皆さまに深い感謝を申し上げます。

今後も姉妹都市交流へのご理解・ご協力をお願いいたします。

～スイス・サンモリッツ公式訪問

を終えて～　14 年ぶりの公式訪問

倶知安町長　福島　世二

未来に向かって

50 周年記念事業実行委員会

委員長　本田　哲

　明治 45 年のスキー伝来以来、昭和 24 年国立公園、昭和

38 年国定公園の制定、そして昭和 39 年サンモリッツと姉妹

都市提携、2 度の国体開催という歴史から倶知安の先人たち

はこの地が世界的に価値があると確信していたのだろうと考

えます。特に今年で 50 周年を迎えたサンモリッツとの姉妹

都市提携は、倶知安が国際リゾート都市となることを当時か

ら見据えていたことに驚き、現在の素地を築き上げられたこ

とに感謝申し上げます。

　昨年の 8 月から実行委員会で 50 周年を迎えるにあたり、

今後の姉妹都市の在り方などを検討して参りましたが、その

中で意見が強かったのは「継続的な人材交流」「国際リゾー

ト都市のモデルとして学ぶ」という 2点でした。

　交換留学生制度は子供たちが世界観を養い、故郷を見つめ

直し知る絶好の機会であり、将来の倶知安を担う人材育成に

繋がってます。今後この人材交流がもっと多くの子供たちが

経験できる仕組みにしていくことが国際リゾート都市倶知安

の実現への大きなステップとなることと思います。また、5

月のシギ市長の来町、7 月のサンモリッツへの訪問では現在

の倶知安が国際リゾートとして進化する中で大変参考になり

得るものが多かったと報告があります。

　これからの 50 年、100 年先を見据えた倶知安町づくりを

サンモリッツと共に歩んでいくことが我々の使命であると思

います。


